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彙　
　
　

報

二
〇
一
四
年
度　

学
会
行
事

春
季
学
会
旅
行

　

三
月
二
四
日（
月
）〜
二
五
日（
火
）

　

松
江
・
出
雲

春
季
の
学
会
旅
行
は
松
江
の
武
家
屋
敷
、
八
重
垣
神
社
や

出
雲
大
社
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の
旅

行
も
多
く
の
学
生
に
ご
参
加
頂
き
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ

る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
に
訪
れ
た
松
江
で
の
自
由
散
策
の
時
間
で
は
、

各
々
が
思
い
思
い
の
場
所
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
武
家
屋
敷

を
見
学
し
た
り
、
お
土
産
を
捜
し
た
り
と
、
友
人
と
親
交
を

深
め
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
重
垣
神
社
の
縁
結
び
、
心
願
成
就
占
い
の
池
と
し

て
有
名
な
鏡
の
池
で
は
、
占
い
用
紙
を
池
の
上
に
浮
か
べ
、

縁
の
遅
早
を
占
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
に
参
詣
し
た
出
雲
大
社
で
は
、
神
代
に
遡
る
歴
史

の
深
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
荘
厳
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
島

根
県
立
古
代
歴
史
博
物
館
に
て
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
そ
の
歴

史
の
魅
力
を
近
く
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

訪
れ
た
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス
を
試
飲

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
学
生
が
深
い
味
覚
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会

　

四
月
一
日（
火
）

女
坂
を
満
開
の
桜
が
彩
る
頃
、
本
学
史
学
科
は
本
年
度
、

一
二
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
入
学
式
を
目
前
に
し

た
史
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
、
先
生
の
お
話
に
耳
を
傾

け
る
新
入
生
の
表
情
は
、
様
々
な
思
い
を
胸
に
し
な
が
ら
も

新
し
い
環
境
へ
の
期
待
が
感
じ
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
に
少
々
時
間
を
頂
き
、
史
学
会
と
役
員

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
史
学
会
役
員
一
同
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん

が
よ
り
良
い
大
学
生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
尽
力
し
、
サ
ポ
ー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
四
年
間
と
い
う
長
い
よ
う
で

短
い
大
学
生
活
に
て
多
く
有
意
義
な
経
験
を
し
、
京
都
女
子

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
誇
り
を
持
っ
て
、
実
り
あ
る
時
間
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
バ
ス
ツ
ア
ー

　

四
月
四
日（
金
）　

善
峯
寺
（
京
都
市
西
京
区
大
原
野
）

新
入
生
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
史
学
科
で
は
毎
年

新
歓
行
事
と
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
本
願
寺
参
拝
を
終
え
た
後
、
史
学
科
の
先
生
方

と
新
入
生
の
み
な
さ
ん
で
、
京
都
・
西
山
に
あ
る
善
峯
寺
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
善
峯
寺
は
平
安
中
期
に
、
比
叡
山
横
川

の
源
信
に
師
事
し
た
源
算
上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
寺
院
で
、

観
音
霊
場
の
一
つ
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
西
国
三
十
三
所
霊
場

の
第
二
十
番
札
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
指
定
重
要
文
化
財

の
多
宝
塔
や
大
元
帥
明
王
軸
が
あ
り
、
国
指
定
天
然
記
念
物

で
あ
る
遊
龍
の
松
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

向
か
う
途
中
の
バ
ス
内
で
は
個
性
豊
か
な
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
学
式
以
来
新
入
生
に
見
え
た
緊
張
も
幾
分

ほ
ぐ
れ
、
大
変
賑
や
か
な
道
中
と
な
り
ま
し
た
。
史
学
科
な

ら
で
は
の
歴
史
に
関
す
る
話
題
や
趣
味
の
話
題
、
各
々
が
そ

の
自
己
紹
介
の
内
に
共
通
点
を
見
つ
け
、
人
の
輪
を
広
げ
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

春
季
公
開
講
座

　

五
月
二
三
日（
金
）　
Ｊ
三
二
〇
教
室
に
て

起
請
文
と
起
請
札 
本
学
教
授　

綾
村　
　

宏

東
ア
ジ
ア
の
水
戸
黄
門
た
ち

 

京
都
大
学
教
授　

金　
　

文
京

夏
季
学
会
旅
行

　

八
月
四
日（
月
）〜
五
日（
火
）

　

長
野
・
松
本

今
年
度
の
夏
季
史
学
会
旅
行
は
、
信
州
長
野
・
松
本
方
面

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
松
本
城
を
始
め
と
し
、
真
田
宝
物
館

と
真
田
邸
、
真
田
氏
歴
史
館
と
真
田
氏
縁
の
地
、
そ
し
て
善

光
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
自
己
紹
介
や
ビ
ン
ゴ
大
会
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
移
動
の
バ
ス
内
で
は
大
変
賑
や
か
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
ま
ず
、
国
宝
と
し
て
有
名
な
松
本
城
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
観
光
客
が
多
く
、
や
や
混
雑
し
て
い

ま
し
た
が
、
城
の
内
部
は
当
時
の
面
影
を
残
し
、
そ
の
建
築

技
術
を
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る
良
い
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
訪
れ
た
真
田
宝
物
館
と
真
田
邸

で
は
こ
の
地
に
息
づ
い
て
い
た
真
田
氏
に
関
す
る
貴
重
な
資

料
に
多
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
楽
し
げ
な
面
持
ち

の
学
生
た
ち
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
真
田
氏
歴
史
館
を
訪
ね
、
そ
の
後
バ
ス
は
善
光

寺
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
本
堂
は

荘
厳
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
山
門
か
ら
の
眺
望
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
お
昼
時
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
信
州
の
蕎
麦
に
舌
鼓
を
打
つ
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

卒
業
論
文
中
間
発
表

日
本
史　

一
〇
月
二
日（
木
）・
三
日（
金
）・
六
日（
月
）

東
洋
史　

九
月
三
〇
日（
火
）〜
一
〇
月
一
日（
水
）

西
洋
史　

一
〇
月
八
日（
水
）・
一
〇
日（
金
）

秋
季
公
開
講
座

　

一
一
月
一
三
日（
木
）　
Ｊ
三
二
〇
教
室
に
て

贋
金
造
り
と
信
用
詐
欺
師

　

│
資
本
主
義
形
成
期
ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
文
化
│

 

本
学
教
授　

常
松　
　

洋

｢

マ
ン
ガ
の
顔
」
の
歴
史
か
ら
私
た
ち
の
感
覚
変
容
に
迫
る

 

京
都
精
華
大
学
教
授　

吉
村　

和
真

コ
ー
ス
分
け
説
明
会

　

一
二
月
一
九
日（
金
）

お
昼
休
み
の
時
間
を
利
用
し
て
一
回
生
を
対
象
と
し
た

コ
ー
ス
分
け
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
に
は
お
茶

と
お
弁
当
が
配
ら
れ
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
説
明
会
と
な

り
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
ご
自
身
の
扱

う
分
野
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
回
生
は
自
分
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が
こ
れ
か
ら
大
学
で
何
を
学
ん
で
い
く
の
か
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
自
身
の
納
得
の
い
く
選

択
を
し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
予
餞
会

　

一
二
月
二
〇
日（
土
）

卒
業
論
文
の
提
出
締
め
切
り
日
に
恒
例
の
予
餞
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
立
食
形
式
で
行
わ
れ
、
先
生
方
や
多

く
の
四
回
生
が
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
日
々
を
た

た
え
合
い
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

卒
業
論
文
は
京
都
女
子
大
学
で
過
ご
し
た
四
年
間
の
総
決

算
で
す
。
先
生
と
相
談
を
重
ね
、
図
書
館
に
通
っ
て
史
料
や

論
文
と
向
き
合
い
、
友
人
た
ち
と
学
生
研
究
室
で
切
磋
琢
磨

す
る
な
ど
、
卒
業
論
文
の
執
筆
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
予
餞
会
で
の
達
成
感
と
安
堵
に
み
ち
た
笑
顔
は
充
実

し
た
学
生
生
活
を
表
す
も
の
で
し
た
。

後
輩
た
ち
も
学
生
生
活
が
実
り
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う

に
努
力
を
重
ね
、
全
員
が
晴
れ
晴
れ
し
た
笑
顔
で
こ
の
日
が

迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度　

史
学
科
講
義
題
目

　

史
学
共
通
科
目

講
義日本

史
概
論
Ａ 

告
井
准
教
授

日
本
史
概
論
Ｂ 

坂
口
教
授

東
洋
史
概
論
Ａ 

松
井
教
授

東
洋
史
概
論
Ｂ 

檀
上
教
授

西
洋
史
概
論
Ａ 

桑
山
准
教
授

西
洋
史
概
論
Ｂ 

常
松
教
授

考
古
学 

梶
川
講
師

民
俗
学 

根
井
講
師

日
本
美
術
史 

山
本
講
師

東
洋
美
術
史 

竹
浪
講
師

西
洋
美
術
史 

愛
宕
教
授

歴
史
地
理
学 

中
村
講
師

人
文
地
理
学 

木
村
講
師

自
然
地
理
学 

赤
石
講
師

地
誌
学 

古
関
講
師

講
読史学

外
書
講
読
Ⅰ 

谷
口
教
授
・
岩
本
講
師

史
学
外
書
講
読
Ⅱ 

谷
口
教
授

漢
文 

菅
沼
・
馬
場
・
前
田
・
森
永
講
師

ラ
テ
ン
語 

桑
山
准
教
授
、
佐
野
・
疋
田
講
師

演
習史学

基
礎
演
習
Ａ

 

坂
口
・
常
松
・
松
井
・
母
利
・
山
田
教
授

史
学
基
礎
演
習
Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
・
檀
上
教
授
、

 

梅
田
・
桑
山
・
告
井
・
早
島
准
教
授

　

日
本
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

基
礎
か
ら
学
び
直
す
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史

　

│
日
本
の
植
民
地
問
題
を
軸
に
し
て
│ 

坂
口
教
授

京
都
の
近
代
│
そ
の
産
業
化
と
都
市
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│

 

坂
口
教
授

日
本
近
世
の
身
分
と
社
会　

 

母
利
教
授

〝
書
跡
資
料
〞
概
論 

綾
村
教
授

室
町
幕
府
と
そ
の
時
代 

早
島
准
教
授

古
代
官
人
社
会
の
展
開 

告
井
准
教
授

摂
関
期
の
歴
史
的
位
置 

告
井
准
教
授

近
世
の
神
道
と
陰
陽
道 

梅
田
准
教
授

近
世
京
都
の
寺
社
と
朝
廷
社
会 

梅
田
准
教
授

い
け
花
の
文
化
史
│
江
戸
時
代
ま
で 

小
林
講
師

い
け
花
の
文
化
史
│
明
治
時
代
以
降 

小
林
講
師

講
読日本

史
講
読
Ⅰ　
　
　

坂
口
・
母
利
教
授
、
梅
田
准
教
授
、

 

佐
竹
・
高
井
講
師

日
本
史
講
読
Ⅱ

 

告
井
・
早
島
准
教
授
、
木
本
・
吉
住
講
師

日
本
古
文
書 

綾
村
・
母
利
教
授
、
早
島
准
教
授

演
習日本

史
入
門
演
習　
　
　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅰ　
　
　
　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅱ　
　
　
　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

　

東
洋
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
勃
興
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
誕
生

（
大
月
氏　

ク
シ
ャ
ン　

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術　

東
西
文

化
交
流
） 

小
谷
講
師

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
キ
ジ
ル
千
仏
洞
壁
画
│
仏
教
説
話
の

展
開
（
キ
ジ
ル　

仏
教
説
話　

東
西
文
化
交
流
）

 

小
谷
講
師

朝
鮮
古
代
史
を
考
え
る
（
百
済
史
） 

田
中
講
師

古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
（
古
朝
鮮
・
楽
浪
） 

 

田
中
講
師

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
史 

谷
口
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
イ
ラ
ン
史 

杉
山
講
師

明
代
の
天
朝
体
制
と
華
夷
秩
序 

檀
上
教
授

明
清
時
代
の
天
朝
体
制
と
東
ア
ジ
ア 

檀
上
教
授

中
国
出
土
文
字
史
料
の
検
討 

松
井
教
授

周
代
史 

松
井
教
授

儒
教
思
想
に
つ
い
て
Ⅰ 

冨
谷
講
師

古
代
中
国
思
想
Ⅱ 

冨
谷
講
師

講
読東洋

史
講
読
Ⅰ 

檀
上
教
授
、
角
谷
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅱ 

松
井
教
授

東
洋
史
講
読
Ⅲ 

木
田
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅳ 

岡
本
講
師

演
習東洋

史
入
門
演
習 

谷
口
・
檀
上
・
松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅰ 

谷
口
・
檀
上
・
松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅱ 

谷
口
・
檀
上
・
松
井
教
授

　
　

西
洋
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

一
九
世
紀
末
以
降
の
ア
メ
リ
カ
禁
酒
運
動 

常
松
教
授

全
国
禁
酒
法
の
成
立
と
そ
の
実
施 

常
松
教
授

ア
テ
ナ
イ
民
主
制
と
女
性
た
ち 

栗
原
講
師
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彙　　　報

元
首
政
期
ロ
ー
マ
帝
国
と
神
々 

桑
山
准
教
授

カ
ロ
リ
ン
グ
王
権
の
崩
壊
と
諸
国
家
の
生
成 

山
田
教
授

近
世
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
君
主
と
支
配 

加
来
講
師

近
代
フ
ラ
ン
ス
国
民
国
家
の
形
成 

園
屋
講
師

近
代
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開 

園
屋
講
師

近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
国
家
と
社
会

 

小
山
講
師

ボ
ロ
ー
ニ
ア
と
白
鷲
│
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と
民
族
の
表
象

の
歴
史
か
ら 

小
山
講
師

「
カ
フ
カ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
」：
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
少
数
民
族

問
題 

伊
藤
講
師

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
た
ち
の
中
国
像

 

王
寺
講
師

講
読西洋

史
講
読
Ⅰ 

常
松
・
山
田
教
授

西
洋
史
講
読
Ⅱ 
青
木
講
師

西
洋
史
講
読
Ⅲ 

山
田
教
授
、
園
屋
講
師

西
洋
史
講
読
Ⅳ 

桑
山
准
教
授

演
習西洋

史
入
門
演
習 

常
松
・
山
田
教
授
、
桑
山
准
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅰ 

常
松
・
山
田
教
授
、
桑
山
准
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅱ 

常
松
・
山
田
教
授
、
桑
山
准
教
授

﹇
注
﹈
Ａ
は
前
期
、
Ｂ
は
後
期
、
特
記
し
て
い
な
い
も
の
は

前
後
期
共
通
。
た
だ
し
特
殊
講
義
に
つ
い
て
は
、
同
一
担
当

者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、

前
期
・
後
期
の
順
に
掲
載
し
、
科
目
名
と
Ａ
・
Ｂ
の
記
号
は

省
略
し
た
。

二
〇
一
四
年
度　

卒
業
論
文
題
目

　

日
本
史
コ
ー
ス

荒
木
麻
理
華　

役
者
絵
に
み
る
人
間
関
係

石
川
紗
保
理　

藤
原
宗
忠
の
熊
野
参
詣
に
関
す
る
一
考
察

石
川　

佑
美　

三
河
一
向
一
揆
に
つ
い
て
の
一
考
察

石
丸　
　

茜　

太
平
洋
戦
争
か
ら
見
る
宣
伝
ビ
ラ
の
価
値

　
　
　
　
　
　
　

│
ア
メ
リ
カ
対
日
宣
伝
ビ
ラ
を
中
心
に
│

井
手
口
芽
依　

近
世
随
筆
に
見
る
遊
女
・
芸
者
・
芸
子

　
　
　
　
　
　
　

│『
嬉
遊
笑
覧
』『
守
貞
謾
稿
』を
中
心
に
│

稲
垣　

智
美　

京
の
お
ば
ん
ざ
い
│
し
ま
つ
と
ぜ
い
た
く
│

井
上
真
柚
葉　

石
田
三
成
の
領
地
政
策

岩
瀬　

加
奈　

中
世
寺
社
に
お
け
る
寄
検
非
違
使
の
実
態

上
田　
　

薫　

中
世
京
都
の
町
組
に
つ
い
て

大
田
可
奈
子　

女
帝
後
桜
町
天
皇
│
月
の
障
り
・
即
位
式
の

礼
服
と
い
う
視
点
か
ら
│

加
藤
菜
摘
子　

一
九
一
〇
年
代
の
間
島
貿
易
│
通
商
公
報
を

通
し
て
見
た
間
島
三
都
市
│

門
田　

尚
子　

戦
国
期
に
お
け
る
来
島
村
上
氏
と
河
野
氏

金
川
は
る
か　

新
選
組
の
資
金
に
つ
い
て

川
瀬
由
梨
乃　

桑
名
の
中
の
諸
戸
清
六
邸

川
畑　

佑
希　

赤
穂
事
件
か
ら
見
る
武
士
道
│
大
石
内
蔵
助

を
中
心
に
│

北
川　

綾
乃　

昭
和
天
皇
と
天
皇
側
近
の
政
治
関
与
│
な
ぜ

田
中
義
一
首
相
を
叱
責
し
た
の
か
│

桐
山　

芽
依　

六
歌
仙
が
六
歌
仙
た
る
所
以
│
紀
貫
之
の
六

歌
仙
選
抜
│

百
濟　

早
希　

吉
田
稔
麿
に
つ
い
て

工
藤　

友
里　

若
者
組
と
村
落
共
同
体
の
関
連
性

久
保
早
耶
華　

南
蛮
貿
易
と
人
身
売
買
│
奴
隷
の
行
方
│

栗
本　

実
里　

弥
生
時
代
の
始
ま
り
を
定
義
す
る

粉
川　

祥
子　

永
田
鉄
山
評
の
再
検
討
│
一
九
一
三
年
か
ら

一
九
三
三
年
を
中
心
に
│

小
林
な
つ
き　
「
京
都
策
」
第
三
期
│
道
路
整
備
を
中
心
と

し
て
│

金
銅　

美
郁　

安
政
期
に
お
け
る
岩
倉
具
視
の
対
外
観

佐
伯　

亜
美　

塵
芥
集
か
ら
み
て
と
れ
る
刑
罰
観
念

坂
野　

姿
乃　

近
世
大
名
家
の
奥
向
に
お
け
る
側
室

澤
井
み
な
み　

雑
誌
『
そ
れ
い
ゆ
』
に
見
る
中
原
淳
一
の
女

性
像

塩
崎　

沙
織　

藤
原
四
子
の
内
部
構
造
と
そ
の
事
情
│
武
智

麻
呂
と
房
前
を
中
心
に
│

塩
出　

恵
里　

近
世
京
都
に
お
け
る
捨
子

菅
沼　

恵
美　

初
期
平
安
京
の
実
像

杉
本　

有
沙　

天
下
布
武
│
織
田
信
長
が
み
た
世
界
│

鈴
木
明
日
香　

八
世
紀
末
期
に
お
け
る
祟
り
の
発
生

千
田
和
貴
子　

室
町
時
代
に
お
け
る
阿
弥
号
を
持
つ
人
々

髙
橋　

里
菜　

寺
社
に
お
け
る
鳴
物
停
止
令
の
実
態

高
原　

雅
美　

近
世
下
鴨
社
と
社
家
│
そ
の
組
織
と
運
営
│

髙
山　

沙
紀　

国
分
寺
創
建
勅
の
発
布
と
そ
の
背
景

田
口　

愛
実　

平
安
初
期
の
儀
式
に
み
る
芸
能
│
相
撲
儀
式
│

田
中　

彩
子　
「
福
原
遷
都
」
に
お
け
る
「
遷
都
」
と
い
う

表
現
の
使
用
と
認
識

谷
川
佳
奈
美　

長
崎
の
唐
人
貿
易
に
対
す
る
唐
通
事
の
立
場

│
元
禄
期
の
貿
易
環
境
の
変
化
を
ふ
ま
え

て
│

土
谷　

彩
香　

一
三
世
紀
末
に
お
け
る
悪
党
増
加
の
背
景
と

集
団
化

中
井　

真
緒　

規
制
か
ら
み
る
京
都
の
町
家

中
原　

静
香　

足
高
の
制
か
ら
み
る
享
保
期
の
政
治
と
社
会

中
原
茉
理
奈　

五
節
舞
│
予
祝
か
ら
服
属
へ
│

中
村
こ
こ
ろ　

第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
け
る
遣
日
・
遣
独

潜
水
艦
作
戦
か
ら
見
る
軍
事
交
流
と
航
空

部
隊
へ
の
影
響

中
村　

早
希　

戦
地
と
内
地
を
む
す
ぶ
軍
事
郵
便
│
創
設
か

ら
廃
止
ま
で
│

永
井　

祥
恵　

堀
氏
の
越
後
支
配
と
検
地
帳
か
ら
み
る
そ
の

実
態

西
川
麻
梨
菜　

ど
う
し
て
日
本
は
負
け
た
の
か
│
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
の
戦
い
か
ら
│

西
田　

美
咲　

平
安
時
代
の
災
害
と
平
安
京

丹
羽　

彩
美　

日
英
同
盟
協
約
廃
棄
へ
の
プ
ロ
セ
ス
│
『
日

本
外
交
文
書
』
を
追
う
│

伯
井
沙
莉
亜　

日
本
と
欧
米
の
ホ
ラ
ー
映
画
に
み
る
「
恐

怖
」
の
正
体

長
谷
川
綾
那　

江
戸
時
代
小
袖
が
映
す
も
の

平
川　

恵
子　

平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
儀
礼
の
場
の
変
遷

藤
本　

知
佳　

明
治
初
期
の
宿
駅
制
度
に
つ
い
て

藤
本　

椋
子　

伏
見
扇
骨
屋
仲
間
の
組
織
と
運
営

藤
原　

舞
子　

沖
縄
の
集
団
自
決
│
責
任
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
│

藤
原
理
恵
子　

家
紋
の
重
み
│
江
戸
大
名
家
の
例
│

松
村　
　

薫　

山
口
県
に
お
け
る
吉
田
松
陰
の
取
り
扱
い

松
井　

桃
子　

阿
衡
の
紛
議
│
人
間
関
係
か
ら
み
る
事
件
の

様
相
│
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史　　　窓

丸
池
未
歩
乃　

加
賀
藩
に
お
け
る
武
士
道
像
の
変
遷
│
日
本

近
世
武
士
道
像
と
の
対
比
│

南　
　

那
奈　

御
木
本
幸
吉
の
真
珠
養
殖
事
業
│
世
界
に
養

殖
真
珠
を
広
め
る
ま
で
│

宮
澤　

知
世　
「
餓
鬼
草
紙
」
に
み
る
中
世
墓
所
の
様
相

宮
武　

奈
央　

シ
ベ
リ
ア
の
「
民
主
運
動
」
は
如
何
に
し
て

起
き
た
の
か
│
新
聞
と
手
記
か
ら
見
る
│

武
藤　
　

花　

朝
鮮
に
お
け
る
近
代
公
娼
制
度
│
朝
日
新
聞

外
地
版
か
ら
み
る
│

村
上
眞
衣
子　

富
士
講
と
ケ
ガ
レ
│
江
戸
の
女
性
と
富
士
登

山
│

望
月　

咲
稀　

昭
和
期
に
お
け
る
高
校
野
球
の
統
制
│
学
生

野
球
の
真
価
を
問
う
│

森
本　

真
未　

近
世
淀
川
に
お
け
る
諸
川
船
の
様
相

森
安　
　

雅　

長
屋
王
の
変
│
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
考
察
│

山
中　

優
実　

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
高
山
右
近
の
信
仰
心
と
寺

社
破
壊

吉
岡　

奈
美　
『
葉
隠
』
に
お
け
る
没
我
的
忠
誠
論
に
つ
い
て

吉
原　

里
香　

藤
原
仲
麻
呂
の
乱
│
そ
の
背
景
と
意
義
│

和
田　
　

萌　

平
安
時
代
に
お
け
る
『
宿
曜
経
』
の
受
容
と

発
展

　

東
洋
史
コ
ー
ス

青
木　

由
佳　

清
末
の
留
日
学
生
と
中
国
の
近
代
化
│
近
代

教
育
に
対
す
る
貢
献
と
日
本
の
影
響
│

浅
井　
　

瞳　

台
湾
の
女
性
運
動
と
彰
化
婦
女
共
励
会

大
谷
知
恵
子　

張
家
山
『
算
数
書
』
│
『
九
章
算
術
』
比
較

を
通
し
て
│

大
橋　

侑
希　

一
九
三
〇
年
代
の
上
海
に
お
け
る
抗
日
救
国

運
動

岡
田　

后
可　

ア
ラ
ブ
の
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
侵
攻
と
ソ
グ
ド
人

奥
川　

貴
絵　

王
莽
の
中
華
・
夷
狄
観

勝
山　

直
子　

台
湾
原
住
民
に
対
す
る
理
蕃
政
策
│
高
砂
義

勇
隊
を
中
心
に
│

木
村　

秋
里　

魂
の
ゆ
く
え
│
宗
廟
・
陵
寝
に
お
け
る
祖
先

祭
祀
と
魂
魄
観
│

木
村　

友
香　

本
草
に
お
け
る
茶
の
起
源

金
原　

奈
央　
「
牡
丹
灯
記
」
に
お
け
る
各
人
物
の
役
割

國
武
さ
く
ら　

泰
緬
鉄
道
建
設
に
従
事
し
た
連
合
軍
捕
虜
と

ア
ジ
ア
人
労
働
者

國
武　
　

萌　

中
国
古
代
の
復
讐
観

国
広　

未
来　
「
港
市
国
家
」
論
│
和
田
久
徳
説
を
中
心
に
│

栗
谷
川
早
紀　

現
代
ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
│
さ
ま

ざ
ま
な
信
仰
形
態
│

佐
藤　

初
音　

秋
瑾
に
お
け
る
女
性
解
放
運
動
と
革
命
運
動

の
関
係
に
つ
い
て

白
水　

飛
鳥　

現
代
イ
ラ
ン
の
女
性
│
教
育
・
職
業
・
結
婚
│

竹
田　

史
織　

中
国
古
代
僊
人
攷

冨
田　

彩
芽　

満
州
国
に
お
け
る
「
国
民
」
の
創
出

戸
村　

仁
美　

戦
後
台
湾
に
お
け
る
陳
儀
政
府
へ
の
批
判

　
　
　
　
　
　
　

│
国
民
党
内
の
派
閥
か
ら
│

鳥
本　

祥
代　

神
戸
華
僑
と
中
華
同
文
学
校
│
戦
後
か
ら
日

中
国
交
復
活
ま
で
│

永
尾
華
奈
子　

清
朝
後
期
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
政
策
論
争

野
中　

愛
子　

身
体
へ
の
ま
な
ざ
し
│
古
代
中
国
人
の
身
体

観
│

林　
　

優
里　

馬
建
忠
と
シ
ュ
ー
フ
ェ
ル
ト
条
約

藤
本
枝
梨
子　

明
末
奴
僕
の
実
態
と
奴
変

堀
池　
　

楓　

元
末
方
国
珍
政
権
の
浙
東
支
配
と
そ
の
限
界

性

前
之
園
知
江　

中
国
宋
代
江
南
地
方
の
健
訟
│
農
業
関
連
を

中
心
に
│

松
田　

沙
羅　

貶
め
ら
れ
た
名
臣
、
賈
充

真
鍋　

亜
衣　

明
初
雲
南
謫
居
僧
と
そ
の
周
辺

水
上　

沙
耶　

中
国
明
末
清
初
の
海
上
政
策
移
行
に
伴
う
民

衆
へ
の
影
響

峯
林
佳
奈
子　

中
国
東
夷
考
│
魏
志
倭
人
伝
か
ら
見
る
倭
人
│

宮
崎
し
お
り　

清
代
の
祭
天
儀
礼
に
見
る
薩
満
信
仰

森
本　

紗
里　

清
朝
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
と
漢
人
│
新
疆
と

甘
粛
を
中
心
に
│

横
田　

唯
衣　

ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
ジ
ハ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
│
一
二
世
紀
に
お
け
る
シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
│

早
田
美
沙
子　

日
明
国
交
回
復
に
お
け
る
琉
球
侵
攻
の
意
味

合
い
に
つ
い
て

　

西
洋
史
コ
ー
ス

井
川　

舞
花　

エ
ジ
プ
ト
新
王
国
時
代
の
女
性

生
地　

志
歩　

ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
九
世

モ
ノ
マ
コ
ス
と
そ
の
統
治
政
策

上
柳　

梨
沙　

ナ
チ
政
権
下
の
青
少
年
た
ち

大
西　

美
穂　

一
七
世
紀
ロ
シ
ア
の
正
教
と
非
正
教
徒

岡
田　

真
歩　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
他
界
信

仰

加
藤　

優
香　

南
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ケ
ス
ト

古
賀　

優
子　

聖
人
崇
敬
の
誕
生
と
変
容

坂
下　

祐
子　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ

一
世
の
治
世
│
新
絶
対
主
義
か
ら
立
憲
主

義
へ
の
移
行
の
要
因
│

佐
々
木　

澪　

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け

る
国
家
形
成

嶋
崎
明
日
実　

襤
褸
と
拳
銃
│
貧
民
救
済
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
ヤ
ー
ド
の
黎
明
│

白
川　

秀
実　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る

「
ま
ち
」
の
建
設
│
ビ
ル
カ
，
そ
し
て
シ

ク
ト
ゥ
ー
ナ
│

園
田　

祥
子　

ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
食
文
化
の
変
遷
と
食

肉
の
役
割

高
柳　

奈
央　

英
国
民
衆
と
ス
ポ
ー
ツ
娯
楽

田
村　

紗
絵　

紀
元
前
五
世
紀
か
ら
紀
元
前
四
世
紀
に
か
け

て
の
ギ
リ
シ
ア
演
劇

冨
田　

一
葉　

チ
ェ
コ
に
お
け
る
民
族
再
生
運
動
│
言
語
と

民
族
的
英
雄
の
再
生
│

中
尾　

衣
里　

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
と
女
王
を
取
り
巻
く
人
び

と

中
山　
　

愛　

奪
わ
れ
た
大
地
│
一
八
、
一
九
世
紀
の
合
衆

国
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
政
策
│

中
山　
　

栞　

ミ
ト
ラ
ス
教
と
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
帝

西
村　

直
珠　

南
北
戦
争
に
お
け
る
中
央
集
権
化
と
徴
兵
暴

動

平
岩　

加
名　

中
世
パ
リ
の
パ
ン
│
同
業
組
合
の
枠
を
超
え

て
│

藤
村　

有
希　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
「
帝
国
」
の
誕
生

保
科　

桃
子　

古
代
ケ
ル
ト
と
そ
の
周
辺
│
交
易
と
そ
の
影
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彙　　　報

響
│

星
野　

晴
香　

新
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
の
統
治
政
策
│
テ
ィ
グ

ラ
ト
・
ピ
レ
セ
ル
三
世
を
中
心
に
│

甫
田
衣
未
花　

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ジ
プ
シ
ー
│
記
録
か

ら
見
る
初
期
ジ
プ
シ
ー
の
実
態
│

松
原　

澄
佳　

改
革
さ
れ
る
祝
祭
│
一
六
世
紀
と
い
う
時
代
│

舛
田　

華
乃　

キ
ン
グ
牧
師
と
公
民
権
運
動

松
本
英
里
香　

シ
オ
ニ
ズ
ム
と
国
民
国
家

三
宅　

美
穂　

ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
の
変

容

森
川　

奈
穂　

中
世
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
と
英
仏
百
年
戦

争

山
下　

涼
香　

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

二
〇
一
四
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

　

史
学
専
攻
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程
講
義
題
目

特
論日本

古
代
史
料
研
究 

 

告
井
准
教
授

古
代
文
書
研
究 

告
井
准
教
授

歴
史
資
料
関
係
論
文
の
分
析 

綾
村
教
授

歴
史
資
料
関
係
史
料
の
分
析 

綾
村
教
授

中
世
〜
織
豊
期
の
基
本
的
文
献
研
究 

早
島
准
教
授

中
世
〜
織
豊
期
研
究
の
基
本
的
文
献
を
読
む

 

早
島
准
教
授

近
世
の
神
道
と
陰
陽
道 

梅
田
准
教
授

近
世
京
都
の
寺
社
と
社
会 

梅
田
准
教
授

高
橋
秀
直
『
幕
末
維
新
の
政
治
と
社
会
』
を
読
む

 

母
利
教
授

笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
を
読
む

 

母
利
教
授

鶴
見
良
行
著
『
ナ
マ
コ
の
眼
』
を
読
む 

坂
口
教
授

地
域
の
記
録
を
読
む 

小
林
講
師

古
文
書
の
理
解
と
読
解 

河
内
講
師

古
記
録
の
理
解
と
読
解 

河
内
講
師

周
王
朝
の
国
制
研
究 

松
井
教
授

元
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題 

檀
上
教
授

明
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題 

檀
上
教
授

中
国
近
世
史
史
料
1
│
宋
と
西
夏
の
史
料
講
読
│

 

木
田
講
師

中
国
近
世
史
史
料
2
│
遼
・
金
・
元
史
料
の
講
読
│

 

木
田
講
師

※
儒
教
思
想
に
つ
い
て
Ⅰ 

冨
谷
講
師

※
中
国
古
代
思
想
史
Ⅱ 

冨
谷
講
師

前
近
代
ア
ラ
ブ
地
域
の
ウ
ラ
マ
ー 

谷
口
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
お
け
る
口
承
の
尊
重 

谷
口
教
授

※
「
カ
フ
カ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
」：
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
少
数
民

族
問
題 

伊
藤
講
師

※
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
た
ち
の
中
国
像

 

王
寺
講
師

フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
期
ロ
ー
マ
帝
国
と
そ
の
文
化
（
1
）

 

桑
山
准
教
授

フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
期
ロ
ー
マ
帝
国
と
そ
の
文
化
（
2
）

 

桑
山
准
教
授

カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
流
通
地
理
を
描
く 

山
田
教
授

中
世
都
市
の
公
証
業
務
に
関
す
る
総
合
的
研
究

 

山
田
教
授

西
洋
近
代
史
特
論
Ａ　

 

常
松
教
授

西
洋
近
代
史
特
論
Ｂ 

常
松
教
授

※
近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
国
家
と
社
会 

小
山
講
師

※
ボ
ロ
ー
ニ
ア
と
白
鷲
│
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と
民
族
の
表
象

の
歴
史
か
ら 

小
山
講
師

 

（
※
は
学
部
共
通
）

演
習日本

史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ 

告
井
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ  

綾
村
教
授

日
本
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

母
利
教
授

日
本
史
演
習
Ⅶ
・
Ⅷ 

梅
田
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅸ
・
Ⅹ 

 
坂
口
教
授

日
本
史
演
習
Ⅺ
・
Ⅻ 
早
島
准
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ 
松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

檀
上
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅶ
・
Ⅷ 

谷
口
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ 

桑
山
准
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ 

山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

常
松
教
授

﹇
注
﹈
特
論
に
つ
い
て
は
、
題
目
が
示
さ
れ
て
い
る
科
目
は

題
目
を
掲
げ
、
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
科
目
名
を
記
し
た
。

同
一
担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る

場
合
は
、
前
期
・
後
期
の
順
に
掲
載
し
た
。
そ
の
他
は
前
後

期
共
通
。

　

史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅱ 

綾
村
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅲ 

母
利
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅳ 

坂
口
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
Ⅰ 

 

松
井
教
授

研
究
指
導 

綾
村
・
坂
口
・
松
井
教
授

二
〇
一
四
年
度　

修
士
論
文
題
目

三
谷
真
里
奈　

ヘ
ン
リ
四
世
の
王
権
と
王
国
統
治

柴
田　

祐
希　

中
近
世
移
行
期
の
毛
利
「
家
中
」
形
成
と

「
公
儀
」

月
田　

琴
美　

中
世
延
暦
寺
に
お
け
る
寺
内
組
織
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　

│
山
門
使
節
を
中
心
に
│

松
本　

恵
美　

法
隆
寺
東
院
伽
藍
と
聖
徳
太
子
信
仰
に
関
す

る
一
考
察

二
〇
一
四
年
度　

大
学
院
行
事

　

研
究
発
表
会
・
そ
の
他

四
月
二
三
・
二
四
・
二
五
日 

卒
業
論
文
発
表
会

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
統
治
戦
略

 

Ｍ
1　

森
本　

奏
惠

三
国
魏
に
お
け
る
「
文
学
」

 

Ｍ
1　

小
林　
　

望

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
ス
パ
ル
タ
の
国
家
再
興
│
ナ

ビ
ス
に
よ
る
政
策
を
中
心
に
│
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史　　　窓
 

Ｍ
1　

冨
澤　

衣
香

ロ
シ
ア
対
策
か
ら
み
る
伊
勢
漂
流
民
示
達

 

Ｍ
1　

五
十
嵐　

希

冊
命
儀
礼
に
お
け
る
賜
与
物
に
つ
い
て

 

Ｍ
1　

野
本
祐
里
子

婦
好
に
つ
い
て
の
一
考
察

 

Ｍ
1　

岩
﨑　

未
生

「
大
逆
事
件
」
の
抗
議
運
動
が
与
え
た
影
響

│
英
国
で
の
運
動
を
中
心
に
│

 

Ｍ
1　

楠
本　

里
帆

多
摩
地
域
豪
農
層
の
行
動
基
盤
│
土
方
歳
三

に
与
え
た
影
響
│ 
Ｍ
1　

中
村
早
知
惠

豊
臣
政
権
期
の
「
取
次
」

 
Ｍ
1　

大
塚　

祥
子

四
月
二
五
日　

大
学
院
歓
迎
会
（
祇
園
天
竺
に
て
）

六
月
一
九
・
二
〇
日 
春
期
例
会

平
安
前
期
に
お
け
る
入
唐
僧
の
仏
典
将
来

　

│
慈
覚
大
師
円
仁
の
目
録
を
中
心
に
│

 

Ｄ
1　

小
南　

沙
月

日
本
に
お
け
る
米
英
女
子
教
育
方
法
の
受
容

過
程
│
津
田
梅
子・渡
辺
筆
子
を
中
心
に
│

 

Ｄ
1　

鈴
木
麻
倫
子

一
〇
月
一
〇
日　

秋
期
例
会

大
坂
に
お
け
る
天
明
期
施
行
の
実
態
│
享

保
・
天
保
期
と
の
比
較
か
ら
│

 

Ｄ
1　

鷲
見　

敦
子

一
一
月
五
・
六
・
七
日　

修
士
論
文
中
間
発
表
会

ヘ
ン
リ
四
世
の
王
権
と
王
国
統
治

 

Ｍ
2　

三
谷
真
里
奈

法
隆
寺
東
院
伽
藍
と
聖
徳
太
子
信
仰
に
関
す

る
一
考
察 

Ｍ
2　

松
本　

恵
美

中
近
世
移
行
期
の
「
公
儀
」
に
つ
い
て

　

│
毛
利
氏
の
事
例
を
中
心
に
│

 

Ｍ
2　

柴
田　

祐
希

中
世
延
暦
寺
に
お
け
る
寺
内
組
織
の
変
遷

　

│
山
門
使
節
を
中
心
に
│

 

Ｍ
2　

月
田　

琴
美

研
究
室
だ
よ
り

今
年
度
の
史
学
科
は
、
一
二
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
二

回
生
一
三
八
名
、
三
回
生
一
四
四
名
、
四
回
生
一
三
三
名
、

五
回
生
以
上
一
五
名
を
加
え
、
全
学
部
生
は
合
計
五
五
八
名

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
生
は
博
士
前
期
課
程
に
九

名
、
後
期
課
程
に
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
博
士
前
期
課
程

一
四
名
（
日
本
史
八
名
、
東
洋
史
三
名
、
西
洋
史
三
名
）、

博
士
後
期
課
程
六
名
（
東
洋
史
一
名
・
日
本
史
五
名
）、
特

別
研
修
者
三
名
（
日
本
史
二
名
、
西
洋
史
一
名
）、
大
学
院

研
修
者
六
名
（
日
本
史
二
名
、
東
洋
史
二
名
、
西
洋
史
二

名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
月
に
実
施
し
た
学
部
一
回
生
の
コ
ー
ス
分
け
で
は
、
日

本
史
六
七
名
、
東
洋
史
一
八
名
、
西
洋
史
三
七
名
が
今
の
と

こ
ろ
決
定
し
て
い
ま
す
。
史
学
科
の
教
員
は
現
在
日
本
史
六

名
、
東
洋
史
三
名
、
西
洋
史
三
名
、
総
勢
一
二
名
で
す
の
で
、

理
想
的
に
は
六
・
三
・
三
の
バ
ラ
ン
ス
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ

こ
数
年
、
東
洋
史
を
専
攻
す
る
学
生
も
三
〇
人
近
く
を
保
っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
日
中
・
日
韓
関
係
の
不
穏
な
動
向

や
、
中
東
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
見
ら
れ
る

過
激
な
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
か
な
り
減

少
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
二
月
末
に
東
洋
史
コ
ー
ス
の
学

生
を
対
象
と
し
た
台
湾
研
修
旅
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
東

洋
史
コ
ー
ス
の
学
生
確
保
の
取
り
組
み
も
あ
る
の
で
す
が
、

全
国
的
な
減
少
傾
向
に
京
女
東
洋
史
も
巻
き
込
ま
れ
そ
う
で

す
。
こ
う
い
う
時
勢
に
こ
そ
、
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と
い
う

観
点
を
養
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

四
月
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
恒
例
の
新
入
生
バ
ス
・
ツ
ア
ー
で
は
、
初
め
て
西
京

区
の
西
山
山
中
に
あ
る
善
峯
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
五
月
の
春

季
公
開
講
座
、
夏
季
の
史
学
会
旅
行
（
松
本
・
長
野
）、
一

〇
月
の
卒
論
中
間
発
表
、
一
一
月
の
秋
季
公
開
講
座
、
一
二

月
の
コ
ー
ス
分
け
説
明
会
、
卒
論
提
出
後
の
予
餞
会
と
、
慌

た
だ
し
く
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
史
学
科
の
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
の
裏
方
と
し
て
、
史
学
会
委
員
の
方
々
の
多

大
な
協
力
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
彼
女
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
借
り
て

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
流
行
す
る
な
か
、

一
二
月
二
〇
日
の
卒
論
提
出
日
を
迎
え
、
何
ら
か
の
支
障
が

出
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
し
た
が
、
幸
い
史
学
科
で

は
問
題
が
起
こ
ら
ず
、
卒
業
希
望
者
一
三
二
名
の
全
員
が
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
そ
の
後

も
お
さ
ま
る
気
配
を
見
せ
ず
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
今
は
た
だ
一
月
下
旬
の
定
期
試
験
、
一
般
入

学
試
験
、
卒
論
口
頭
試
問
、
大
学
院
入
試
が
無
事
終
わ
り
、

晴
れ
て
卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
る
の
み
で
す
。　

全
国
的
に
大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
本
学
で
も
平

成
二
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
史
学
科
で
は
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
効
果
を
十
分
に
見
極
め
る
た
め
、
一
回
生
向
け
の
導

入
教
育
で
あ
る
史
学
基
礎
演
習
Ａ
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
が
、

大
幅
な
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
十
数
年
来
、
歴

史
離
れ
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
史
学
科
は
全
国
か
ら
熱
心
な
学

生
が
集
い
、
史
資
料
に
基
づ
い
た
実
証
的
な
歴
史
研
究
の
方

法
や
、
歴
史
学
的
思
考
の
方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
学
長
と

の
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
懇
談
会
で
も
、
こ
う
し
た
現
在
の

史
学
科
の
方
針
に
賛
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
に
お
け
る

世
界
史
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
、
学
生
の
志
向
動

向
も
考
え
な
が
ら
、
京
女
史
学
科
の
歴
史
教
育
を
ど
う
進
め

て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
十
分
な
検
証
を
行
っ
た
上
で
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

平
成
七
年
に
本
学
に
赴
任
さ
れ
、
西
洋
史
コ
ー
ス
の
立
ち

上
げ
か
ら
二
〇
年
間
教
鞭
を
と
ら
れ
て
き
た
常
松
洋
先
生
が
、

こ
の
三
月
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
教

育
・
校
務
へ
の
ご
尽
力
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
史
学

科
を
代
表
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
は
、
ご
退
職
後
も
来
年
度
か
ら
西
洋
史
特
殊
講
義
な

ど
で
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
講
義
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
教
員
の
共
同
研
究
室
の
一
角
を
指
定
席
と
さ
れ
た
姿
が

見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
。
博
識
、
そ
の
知

性
と
行
動
力
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
い
つ
も
洒
落
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
学
生
た
ち
の
注
目
を
浴
び
て
き
た
先
生
、
こ
れ
か

ら
も
史
学
科
の
将
来
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

 

（
史
学
科
主
任　

母
利　

美
和
）
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彙　　　報
　

学
会
委
員

二
〇
一
四
年
度
の
学
会
運
営
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
学
会

委
員
は
次
の
方
々
で
し
た
。
例
年
通
り
史
学
会
諸
行
事
の
企

画
か
ら
運
営
ま
で
、
全
般
に
渡
っ
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

日
本
史
三
回
生　

津
村　

有
彩

副
委
員
長　

東
洋
史
三
回
生　

山
田　

温
子

会　
　

計　

西
洋
史
三
回
生　

濱
垣　

桃
子

書　
　

記　

日
本
史
三
回
生　

山
下　

千
晶

広　
　

報　

日
本
史
三
回
生　

高
橋　
　

優

日
本
史
二
回
生　

秋
山　

栞
穂

日
本
史
二
回
生　

賀
子　

夏
帆

日
本
史
二
回
生　

後
藤　

真
実

日
本
史
二
回
生　

田
村　

眞
結

東
洋
史
二
回
生　

松
田
ひ
か
る

日
本
史
二
回
生　

武
藤　

真
由

一
回
生　

草
川　

夏
穂

一
回
生　

清
水　

彩
恵

一
回
生　

高
原　

真
由

一
回
生　

玉
川　

千
尋

一
回
生　

野
田　

真
由

一
回
生　

橋
野
い
お
り

京
都
女
子
大
学
史
学
会
会
則

（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
）

（
名
称
）

第
一
条　

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

（
事
務
局
）

第
二
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学

研
究
室
に
置
く
。

（
目
的
）

第
三
条　

本
会
は
、
史
学
に
関
す
る
諸
問
題
を
研
究
し
、

も
っ
て
学
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
会
員
）

第
四
条　

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科
の
専
任

教
員
お
よ
び
本
会
が
特
に
認
め
た
者
を
も
っ
て

組
織
す
る
。

（
事
業
）

第
五
条　

本
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

次
の
事
業
を
行
う
。

　

1　

機
関
誌
『
史
窓
』
の
発
行
。

　

2　

講
演
会
、
研
究
発
表
会
。

　

3　

そ
の
他
必
要
な
事
業
。

（
代
表
）

第
六
条　

本
会
代
表
を
一
名
置
く
。
代
表
は
会
員
の
中
か
ら

互
選
し
、
任
期
は
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
委
員
会
）

第
七
条　
『
史
窓
』
の
発
行
の
た
め
に
、『
史
窓
』
編
集
委
員

会
を
置
く
。
委
員
は
会
員
の
中
か
ら
互
選
し
、

任
期
は
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。
そ
の
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
と
す

る
。

　

1　

編
集
委
員
長　

一
名

　

2　

編
集
委
員　

若
干
名

（
総
会
）

第
八
条　

本
会
の
総
会
は
、
一
年
に
一
回
以
上
開
催
し
、
本

会
の
重
要
事
項
を
議
決
す
る
。

（
事
業
費
）

第
九
条　

本
会
の
事
業
費
は
、
京
都
女
子
大
学
学
会
・
機
関

誌
刊
行
経
費
、
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て

る
。

（
会
則
の
改
廃
）

第
十
条　

こ
の
会
則
の
改
廃
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
実
施

す
る
。

附　

則　

こ
の
会
則
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。

『
史
窓
』
に
関
す
る
規
約

（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
）

第
一
条　

京
都
女
子
大
学
史
学
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い

う
）
は
、
機
関
誌
と
し
て
『
史
窓
』（
以
下

「
本
誌
」
と
い
う
）
を
刊
行
す
る
。

第
二
条　

本
誌
へ
の
投
稿
資
格
者
は
、
本
会
会
員
お
よ
び

『
史
窓
』
編
集
委
員
会
が
特
に
認
め
た
者
と
す

る
。

第
三
条　

原
稿
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

第
四
条　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
、
本
会
に

属
す
る
。

第
五
条　

執
筆
要
項
な
ど
の
細
則
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
条　

こ
の
規
定
の
改
廃
は
、
編
集
委
員
会
の
議
決
を
経

て
、
総
会
の
承
認
を
経
て
実
施
す
る
。

附　

則　

こ
の
規
約
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。

編　

集　

後　

記

『
史
窓
』
第
七
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
編
集
作
業
に
は

ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
本
年
度
で
ご
退
職

さ
れ
る
常
松
教
授
か
ら
無
事
、
ご
論
考
を
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
編
集
者
冥
利
に
つ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
な
が
ら
、
業

績
録
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
味
読
く
だ
さ
い
。
常
松
教

授
の
長
年
に
わ
た
る
学
務
へ
の
ご
献
身
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
来
年
度
か
ら
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
ご
出
講
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

ほ
う
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
企
画
と
し
て
本
号
で
は
辻
原
さ
ん
の
中
国
留

学
記
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
日
中
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
す

る
中
、
現
在
、
中
国
人
民
大
学
に
留
学
し
、
学
業
に
励
ん
で

お
ら
れ
る
辻
原
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は
、
留
学
関
係
書
類

の
提
示
も
含
め
、
等
身
大
の
実
用
的
な
記
述
が
多
く
載
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　

今
号
は
、
ご
寄
稿
希
望
の
方
が
多
く
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
ま
し
た
。
次
号
も
こ
の
よ
う
な
調
子
で
原
稿
が
集
ま
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

（
早
島　

大
祐
）



山
田
　
雅
彦
　
本
学
教
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谷
口
　
淳
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本
学
教
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辻
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明
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中
国
人
民
大
学
高
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生

常
松
　
　
洋
　
本
学
教
授

小
谷
　
仲
男
　
本
学
元
教
授

執

筆

者

紹

介

母
利
　
美
和

(委
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長
)

谷
口
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一

桑
山
　
由
文

早
島
　
大
祐

編

集

委
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※
掲
載
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容

の
著
作
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、
京
都
女
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大
学
史
学
会

に
帰
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ま
す
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大
学
文
学
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史
学
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内

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
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日
吉
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三
五

発

行

京

都
女
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大

学
史

学
会

編

集

『
史

窓

』

編

集

委

員

会

二
〇

一
五
年

二
月
十

日
　
発
行

二
〇

一
五
年

二
月
四
日
　
印
刷

史

窓

第
72
号


